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第 2回調査委員会意見対応について 

 

【第 2 回委員会指摘事項】 

 

○ 越水、破堤箇所について 

・ 再現計算の考え方 

・ 推定される越水箇所と解析により得られた越水箇所の比較 

・ 破堤流量と越水流量の比較 

・ 越水による洪水量の低減 

 

⇒実際の氾濫量には、内水、外水が含まれたものとなっており、浸水実績からこれらを

区別することは困難である。そこで、内水氾濫量については、近傍の水位観測所の水位

が堤内地盤高となった時間以降の降雨量を内水氾濫量と仮定した。 

また、越水氾濫量と破堤氾濫量についても実績から把握することは困難であることか

ら、浸水実績図より推定される総氾濫量から上記で推定された内水氾濫量を差し引き、

この値とモデルにより算出される計算外水氾濫量を比較することで先ずモデルの検証を

行ない、検証したモデルを用いて、越水氾濫量と破堤氾濫量を比較した。 

 モデルの検証にあたっては、浸水エリアを幾つかのブロックに分割し、各々のブロッ

ク毎に氾濫量を比較した。 

五十嵐川、刈谷田川において推定される氾濫流量は、次のとおり。 

 また、痕跡等から越水が生じたと推定される箇所と解析により得られた越水箇所につ

いては、別紙－１の図のとおり。 

 

【五十嵐川氾濫ボリューム】 

  破堤氾濫：13,930,000m3 

  越水氾濫： 148,000 m3（左岸）、191,000（右岸） 

  総氾濫量に対する越水氾濫量の割合：約 2％ 

 

 【刈谷田川氾濫ボリューム】 

  破堤氾濫：8,804,000 m3（刈谷田川左岸 9.4km地点） 

      ： 802,000 m3（刈谷田川右岸 19.4km地点） 

      ： 711,000 m3（刈谷田川左岸 22.8km地点、稚児清水川右岸 0.1km地点） 

      ：3,219,000 m3（稚児清水川左岸 0.2km地点） 

      ： 385,000 m3（刈谷田川左岸 23.4km地点） 

  越水氾濫：  363,000 m3（刈谷田川下流） 

      ：   40,000 m3（稚児清水川合流点付近下流） 

      ：   79,000 m3（その他区間） 

  総氾濫量に対する越水氾濫量の割合：約 3％ 

 

以上より、五十嵐川流域、刈谷田川流域のどちらも越水流量に比して破堤流量の方が

かなり大きなウェートを占めている。 
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○ 破堤のメカニズムにおいて、河川の湾曲による水位上昇及び内岸、外岸による流速の違

い（外力の違い）についてもコメントする必要があるのではないか。 

 

⇒湾曲による内岸、外岸の水位差について資料にコメントを追加する。 

 【五十嵐川】 

左右岸の水位差：約 0.20ｍ [⊿h＝（B・V2）/（ｇ･ｒ）] 

左岸堤防高  ：15.18ｍ 

ピーク水位  ：15.80ｍ（一次元不定流計算により推定した水位） 

 

 【刈谷田川】 

左右岸の水位差：約 0.60ｍ [平面二次元解析] 

左岸堤防高  ：19.46ｍ 

ピーク水位  ：19.60ｍ（一次元不定流計算により推定した水位） 

 

○ 刈谷田川における越流水深約 40 ㎝の検証について（目撃情報と計算の違い） 

 

⇒平面二次元解析及び簡易計算を用いた湾曲による左右岸の水位差については、それぞ

れ約 60㎝、約 40㎝となる。 

 仮にピーク時の平均水位が川幅のちょうど真ん中で出現するとすると、左右岸の水位

差の 2分の 1を外岸側（左岸）に足した値が、湾曲の影響を考慮した左岸側の水位とな

る。 

 この考え方により破堤が生じた時の越流水位を算出すると、約 30㎝～約 40㎝の越流

水深となり、目撃情報とほぼ同様の水位となる。 

 【刈谷田川】 

[平面二次元解析] 

推定右岸水位 ：19.29ｍ 

推定左岸水位 ：19.87ｍ 

左右岸の水位差：約 0.60ｍ  

左岸堤防高  ：19.46ｍ 

  推定越流水位 ：約 0.40ｍ 

  [簡易計算] 

湾曲による水位上昇：約 0.40ｍ [⊿h＝（B・V2）/（ｇ･ｒ）] 

ピーク水位  ：19.60ｍ 

推定左岸水位 ：19.80ｍ 

左岸堤防高  ：19.46ｍ 

推定越流水位 ：約 0.30ｍ 

 

『参考』 

【五十嵐川】 

湾曲による水位上昇：約 0.20ｍ [⊿h＝（B・V2）/（ｇ･ｒ）] 

ピーク水位  ：15.80ｍ 

推定右岸水位 ：15.90ｍ 

推定左岸水位 ：15.70ｍ 

左岸堤防高  ：15.18ｍ 

推定越流水位 ：約 0.50ｍ 
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○ 五十嵐川の破堤地点における堤内地側への砂礫の拡散について、どのように考えるのか。 

 

⇒別紙－２の写真に見られるように、破堤・流出した堤体のえぐり取られた表面には、

多量の礫が散乱している（写真⑧，写真⑭）。 

これらの散乱する礫の供給源としては、①基盤の五十嵐川旧河床堆積物、②旧堤体

表面の敷石、③蛇カゴの三種類が考えられるが、洪水流は砂泥や流木を中心とした混

濁流が主体と推定されるため、礫を洪水流が運び、置いていったという可能性はきわ

めて低いと判断される。 

 破堤部の表面に散乱する礫は玉石が主体であり、その下のえぐり取られてくぼんだ

部分の表層には、密な中礫層からなる基盤の河床堆積物が広く分布している（写真⑦，

写真⑨）。 

ボーリング調査によれば、基盤の礫層はφ10～100mm の円礫を主体とする結果が得ら

れている。 

また、破堤後の地盤の状況から堤体直下の洗堀は、堤体が流出した後、高水敷と堤

内地の比高差により生じ基礎地盤の一部が堤内地に流出したものと考えられることか

ら、堤内地に散在する砂礫は、堤体内部及び基礎地盤に由来するものと考えられる。

（別紙－３） 

 

○ 短時間で破堤に至るようなケースについて、事例調査を行ってはどうか。 

 

⇒別紙－４は、昭和 58年 9月の台風 10号により千曲川の柏尾地先において破堤が発生

したときの状況を図示したものである。 

これによると、越流が午前 6時 45分頃から始まり、午前 7時頃には堤防の上の部分

がなくなり、破堤が生じていることが確認できる。 

この間は、わずか 15 分程度であり、越流が始まって短時間の間に破堤が生じる例と

して捉えることができる。 

また、これまでの実験結果より越流水深が大きくなるほど堤防のり面に作用するせん

弾力が大きくなることがわかっている。 

以上より、目撃情報等から越流水深が 30cm～40cm であったことに加え、別紙－５

に見られるように、降雨浸透等により堤防のり面表層部の飽和度は高くなり強度が低下

していたと考えられることから、刈谷田川においても越流開始から短時間で破堤にいた

る可能性は十分に推定できる。 

 

 

○ 堤体の飽和度と強度の関係について調べてみてはどうか。 

 

⇒別紙－５に堤体の飽和度と強度の関係を示す。 

  

 

 

 

 

 

 




